
 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年度上半期 

小平町下水道事業 業務状況報告書 
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 令和７年度上半期（令和７年４月１日～令和７年９月３０日）の小平町下水道事

業の業務状況は次のとおりです。 

 

 

１ 事業の概要 

 本年度上半期の接続人口は 2,079 人、処理水量は 105,179 ㎥でした。 

 

当　期　末 前　期　末 増　　　減

処 理 水 量 （㎥） 105,179 102,131 3,048

１ 日 平 均 処 理 水 量 （㎥） 575 561 14

接 続 人 口 （人） 2,079 2,112 △ 33

有 収 水 量 （㎥） 91,470 90,366 1,104

有 収 率 （％） 86.97 88.48 △ 1.51

区　　　分

 
 

 

 

２ 経理の状況   

 

（１）収益的収入及び支出(消費税込み) 

 当期の営業収益は 16,051,030 円、営業外収益は 75,501,000 円、合計 91,552,030

円となり、使用料収益は予算額 31,900,000 円に対し調定額 16,051,030 円で執行率

は 50.3％になりました。 

 

 当期の営業費用は 25,351,224 円、営業外費用は 5,150,806 円、予備費は 0円、

合計 30,502,030 円となりました。 

 

（２）資本的収入及び支出（消費税込み） 

 当期の資本的収入は 0円で支出は 46,616,558 円となりました。 

 支出の内訳は、建設改良費 0 円、企業債償還金 46,616,558 円です。 

 

  



（３）予算執行状況（消費税込み） 

  

ア　収益的収入及び支出
収　入 （単位　円/％）

予算現額 執行額 執行率
202,413,000 91,552,030 45.23

第１項 営 業 収 益 31,900,000 16,051,030 50.32
第２項 営 業 外 収 益 170,513,000 75,501,000 44.28

支　出 （単位　円/％）
予算現額 執行額 執行率
196,698,000 30,502,030 15.51

第１項 営 業 費 用 185,303,000 25,351,224 13.68
第２項 営 業 外 費 用 11,095,000 5,150,806 46.42
第３項 予 備 費 300,000 0 0.00

第１款　下水道事業収益
科　　目

科　　目
第１款　下水道事業費用

 
 

 

イ　資本的収入及び支出
収　入 （単位　円/％）

予算現額 執行額 執行率
153,274,000 0 0.00

第１項 企 業 債 49,300,000 0 0.00
第２項 国 庫 補 助 金 51,924,000 0 0.00
第３項 受 益 者 分 担 金 50,000 0 0.00
第４項 出 資 金 52,000,000 0 0.00

支　出 （単位　円/％）
予算現額 執行額 執行率
196,511,000 46,616,558 23.72

第１項 建 設 改 良 費 103,055,000 0 0.00
第２項 企 業 債 償 還 金 93,456,000 46,616,558 49.88

第１款　資本的収入
科　　目

科　　目
第１款　資本的支出

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 



３ 令和６年度決算 

  

小平町下水道事業会計は、地方公営企業法を適用し収益的収支と資本的収支に二

分された勘定科目により会計処理を行っております。本年度の収益及び資本を合わ

せた総収入は決算額 353,843,698 円、総支出は決算額 352,236,404 円で、不足する

1,607,294 円の内訳は、収益的収支で 3,190,793 円、資本的収支で△1,583,499 円と

なっており、資本的収支不足額は当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額

で補填しました。 

収入の主な内訳の全体に対する比率は、出資金 25.58％、長期前受金戻入

24.37％、他会計補助金 22.98％、国庫補助金 9.34％、下水道使用料 9.12％、企業

債 8.25％、消費税及び地方消費税還付金 0.32％、その他雑収入 0.03％、受益者分

担金 0.01％の割合となりました。 

   支出の主な内訳の全体に対する比率は、減価償却費 34.46％、企業債償還金

25.29％、施設整備費 18.5％、処理場費 10.62％、総係費 7.16％、支払利息

3.18％、管渠費 0.39％、その他特別損失 0.36％、固定資産購入費 0.04％の割合と

なりました。 

ア 収益的収支 

   営業収益については、下水道使用料が決算額 32,264,060 円、営業外収益につい

ては、他会計補助金は決算額 81,300,000 円、長期前受金戻入は決算額 86,235,000

円、消費税及び地方消費税還付金は決算額 1,121,462 円、雑収益は決算額 117,959

円で、下水道事業収益全体では決算額 201,038,481 円となりました。 

   営業費用については、管渠費は決算額 1,375,365 円、処理場費は決算額

37,397,382 円、総係費は決算額 25,234,910 円、減価償却費は決算額 121,385,114

円、営業外費用については、支払利息は決算額 11,202,192 円、雑支出は決算額 0

円、特別損失については、その他特別損失は 1,252,725 円で、予備費については 0

円となっております。下水道事業費用全体では決算額 197,847,688 円となりまし

た。 

   損益計算書では、営業収益 29,330,964 円、営業費用 181,439,797 円で営業損失

152,108,833 円となっており、営業外収益 164,821,601 円、営業外費用 11,202,192

円で営業外利益 153,619,409 円となり、特別損失 1,252,725 円となり、営業全体と

しては当年度純利益 257,851 円で、当年度未処分利益剰余金が 257,851 円となり、

繰越利益剰余金としました。 

   

イ 資本的収支 

   資本的収入については、企業債が決算額 29,200,000 円、他会計補助金が決算額 0

円、国庫補助金は決算額 33,048,217 円で受益者分担金は決算額 50,000 円となり、

資本的収入全体では決算額 152,805,217 円となりました。 



資本的支出では施設整備費が決算額 65,178,000 円、固定資産購入費は決算額

130,900 円で、企業債償還金は決算額 89,079,816 円、資本的支出全体では決算額

154,388,716 円となっており、資本的収支不足額は、当年度分消費税及び地方消費

税資本的収支調整額 1,583,499 円で補填しました。 

 

   本年度の総処理水量は 210,968 ㎥、有収水量は 184,250 ㎥、有収率 87.3％となっ

ております。 

使用料単価は 159.19 円/㎥で、汚水処理原価は 325.94 円/㎥となっております。

また、経費回収率は 48.84％となっております。 

   下水道使用料の収納率については、現年度分 99.2％、滞納繰越分 97％、現年度

分未収金の下水道使用料は 254,925 円となりました。今後においても徴収を強化し

収納率の向上に努めてまいります。 

    

下水道は公衆衛生と環境保全の立場から都市的生活基盤の要となる社会資本整備

であり、都市との交流に力点をおく本町にとってクリーンイメージの確保は絶対条

件であり、快適な生活環境を確保するうえからも大きな役割を担う基幹施設である

ため、常に企業の経済性を発揮し、公共の福祉を増進するよう運営に努めてまいり

ます。 


